
 

  一般社団法人 大阪訪問看護ステーション協会 

第 5回 学術集会のご案内 
 テーマ『伝え合おう 私たちの訪問看護～在宅ってやっぱりええやん～』 

3年振りの会場開催となります。今年も様々な演題が集まりました。事例発表から「そうそう」と共感すること、 

「そんな関わり方があるんや」と沢山の学びを得ることができるでしょう。今回は、訪問看護利用者様との対談も 

予定しています。利用者様の、普段は聞けない本音や訪問看護師への思いなど聞いてみませんか。  

皆様のご参加をお待ちしています。 

対   象：府内外の訪問看護ステーションに従事する方  定 員：300名 

会   場：大阪府社会福祉会館 503号室より配信    

参加費：会員 3,300円/事業所（本体 3,000 円＋税）非会員 5,500円/事業所（本体 5,000 円＋税） ※共に複数名可 

申込方法：当協会HP (https://daihoukan.or.jp) 

        右記 QR コード、「研修情報」や「研修最新情報」よりWEB申し込み  

申込締切：10月 21日（土）  

コメンテーター：大阪公立大学看護学部 地域包括ケア科学分野  教授 河野あゆみ 氏 

第１部 ゲスト対談 13:10～ 

ゲストスピーカー：ミミポポさん 

アメブロ↓ 

26歳で乳がん告知。 

34歳で余命 2 か月と 

宣告を受けた時から、訪問看護利用を 

利用している。 

Youtube やブログなどで体験談を発信。 

第 2部 症例発表 13:35～   

☆新卒訪問看護師スタート・プログラム終了生の発表 

妻との死別後、独居生活になった高齢者男性の精神的・身体的経過とその支援 

 

１．ひとり暮らしの終末期を支える～チームで何を協働するのか～  

２．トラウマインフォームドケアを導入した後に起きた変化について 

３．在宅移行期における小児訪問看護の役割について 

４．呼吸リハビリテーションってええなぁ 
  ～在宅酸素を利用している COPD利用者への看護とリハビリの在宅での関わり～ 

５．褥瘡予防のアプローチ～独居で寝たきりの高齢者への支援～ 

６．ミニメンタルステート検査(MMSE)を活用した認知症の新たな取り組み 

７．シングルマザー・終末期がん療養者への ACP支援 
～多職種連携の必要性について考える～ 

８．在宅で「その人らしく」に寄り添った関わり 

９．これからに不安を抱える末期がん単身男性の ACP を通して 

10．入院か、在宅か、～心の揺れを支えながら看取った事例について～ 

＜お問い合わせ＞  

一般社団法人大阪府訪問看護ステーション協会 事務局  TEL:06-6767-3800 / FAX:06-6767-38001 

日 時：2023年 10月 28日（土）13：00～16：50 

方 法：Zoom ウェビナー研修  ※通信環境テストは当協会 HP「Zoom チャレンジ体験」をご参照ください。 

とんだ訪問看護 ST（三島）  

  訪問看護 ST アユース吹田（豊能） 

訪問看護 STみらい（北河内） 

 

大阪みなと中央病院附属訪問看護 ST（市西） 

    訪問看護 ST 帝塚山もも（市南） 

ベルアンサンブル訪問看護 ST（堺） 

N-art訪問看護 ST（堺） 

 

 

訪問看護 ST ひまわりの里蔵前（堺） 

耳原訪問看護 ST ｻﾃﾗｲﾄみなと（堺） 

訪問看護 ST シルバー  

 

ゆうき訪問看護 ST（北河内） 

プログラム予定 

 

 

http://daihoukan.or.jp/

